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「水害に備える安全・快適まちづくりシンポジウム」
～地域力で親水・耐水まちづくりを～

（2010 年 6 月）

新小岩行動宣言－1

第７回ＷＳ　身近なところで今後の進めるべき対策を検討する
（2009 年 5 月）

第６回ＷＳ　ＧＩＳを利用した防災地理情報の作成と共有
～住民の，住民による，住民のためのワークショップ～

主催：東新小岩七丁目町会
（2009 年 4 月）

ボート乗船下船・親水体験イベント
「葛西海浜公園へ行こう」

（2007 年 11 月）

シンポジウム「大規模水害に地域で備える」シンポジウム「大規模水害に地域で備える」
～『広域ゼロメートル市街地』における地域住民の取り組み～～『広域ゼロメートル市街地』における地域住民の取り組み～

（2008 年 5 月）（2008 年 5 月）

新小岩宣言

テーマ「水害に対して皆さんで何ができるかを考える」

第２回ＷＳ　地域の防災体制を確認し，
自助，共助の考えるべきことを明確にする

（2007 年 1 月）

第３回ＷＳ　自助・共助の備え方を考える
（2007 年 4 月）

第１回ＷＳ　水害の危険性を自分の問題として理解する
（2006 年 12 月）

テーマ「短期的対策を実践に移し，長期的対策を具体的に検討する」

第４回ＷＳ　ハザードマップの理解と現状の課題の理解
（2007 年 12 月）

第５回ＷＳ　長期的対策の目標像と被災生活イメージの共有
（2008 年 2 月）

テーマ「防災意識と備えの持続性を考える」

第８回ＷＳ　子どもたちへの継承準備
（2011 年 2 月）

第９回ＷＳ　子どもたちと共に考える
（2011 年 3 月）

2009 年度東京都「地域の底力再生事業」
主催：新小岩北地区連合町会

松戸市「２１世紀の森と広場」への避難訓練
（2009 年 11 月）

西新小岩 3 丁目公園での防災・炊き出し訓練
（2009 年 11 月）

地域交流・情報交流会
「川から街を見る」

（2008 年 3 月）

パネル展示パネル展示
（2010 年 9 ～ 12 月）（2010 年 9 ～ 12 月）

2008 年全国まちづくり会議
「2058PLAN」

（2008 年 9 月）

西新小岩周辺地域における
治水対策勉強会スタート

（2010 年５月）

2009 年全国まちづくり会議
「川の恵みと脅威」

（2009 年 9 月）

全国まちづくり防災フォーラム
（内閣府主催）

（2011 年 1 月）

国際交流イベント
（2010 年 6 月）

国際交流イベント
（2011 年 1 月）

地域主導の取り組み ～新小岩北地区 地域の底力～

　

町会の方が地理情報システム (GIS)
を操作して，水害リスクを説明 防災に関する地理情報

第６回ＷＳ「地理情報システム (GIS) を利用した防災情報の作成と共有」第６回ＷＳ「地理情報システム (GIS) を利用した防災情報の作成と共有」

　町会の方が事前に
講習を受けた上で，
GIS を操作しながら，
地域がもつ水害リス
クについて町会のメ
ンバーに説明した．

洪水ハザードマップに従った松戸
市「21 世紀の森」への避難訓練

防災訓練後に災害時の非常食（ア
ルファ米）を試食

2009 年度 東京都「地域の底力再生事業助成」2009 年度 東京都「地域の底力再生事業助成」
　新小岩北地区連合
町会は，2009 年度
の助成事業対象団体
に採択され，避難訓
練，及び，被災生活
を想定した炊き出し
訓練を実施した．

新小岩北地区における町会主催の水害対策訓練の事例新小岩北地区における町会主催の水害対策訓練の事例
　新小岩北地区のあ
る町会では，大規模
水害を想定した災害
時要援護者の避難補
助訓練やゴムボート
を利用した救出訓練
を行っている．

中川でのゴムボートを利用した
水防・救出訓練

町会による避難訓練の様子
（写真提供：東新小岩七丁目町会）

　新小岩北地区では，これまで様々な活動を行ってきたが，最
近では，町会の主催による取り組みが頻繁に行われている．

行政職員の講義により地域の防災
体制を理解

街歩きで市街地よりも川の水面が
高いことを実感

地理情報システム (GIS) で地域の
水害リスクを共有

葛飾区荒川洪水ハザードマップ
の理解 将来のあるべき市街地像を検討

大規模水害発生時の対策を検討

水害対策ワークショップ（ＷＳ）（勉強会）

　地域の水害リスクや行政の防災体制の現状を勉強した．それらを
踏まえ，水害発生時に備えた自助・共助のあり方，被災生活のイメー
ジ，水害に強い市街地の目標像を議論・検討してきた．

葛西海浜公園でのボート乗船下船
・親水体験イベント

「川から街をみる」
船上で荒川から市街地を望む

水と親しみ，水を楽しむ

ボート乗船・下船親水体験イベン
トの参加者

　ときには，水と親しみながら，水害対策や水を活かしたまち
づくりについて議論を行ってきた．

シンポジウムでそれまでの活動を
地域に報告

葛飾区役所でパネルを展示し，
取り組みを広報

地域内での普及・広報活動

　シンポジウムやパネル展示を行い，水害に関して地域が抱え
ている問題や取り組み状況を，地域の多くの人に広報してきた．
2008 年 5 月のシンポジウムでは，「新小岩宣言」を採択し，
地域として大規模水害に備えていくことを確認した．

次の行動へ向けて
　2010 年 6 月に行ったシンポジウムでは，親水・耐水まちづくりを
進めていくための行動を明確にするため，新小岩宣言に続き，新小岩
行動宣言－１を採択した．

 新小岩行動宣言－１ 新小岩行動宣言－１
  １．新小岩から世界へ向けて活動を広げます．
  ２．これまでの経験を地域内で深めます．
  ３．歴史から，地域から学び，未来に向けて行動します．
  ４．地域が主体となってさまざまな連携をしながら進めていきます．

行政との協働まちづくりへ
　2010 年 5 月より NPO ア！安全・快適街づくり，町会，専門家，
葛飾区，東京都，国からなる勉強会を立ち上げ，西新小岩周辺地
域をモデルとして，広域ゼロメートル市街地における水害対策の
検討を開始した．

全国まちづくり会議にて新小岩地
区での取り組みを発表．

東アジアの防災リーダーが視察，
意見交換．地元中学生も参加．

新小岩北地区の取り組みを全国，世界へ発信

　様々なイベントを通して，全国のまちづくり団体，東アジア
の防災リーダーたちと意見交換・交流を行ってきた．

新小岩北地区におけるこれまでの取り組み

　新小岩北地区では，地域の水害リスクを理解するため，ワークショップを行い，具体的な対策を考えてきた．地域での取り組みを広げ

るためのシンポジウムの開催，パネル展示，まちづくり会議への参加，国際交流等も行ってきた．世代を超えた取り組みの持続性を高め

るため，子どもと共に地域の安全・快適まちづくりを考える活動にも取り組んでいる．

2011 年以降の取り組み課題

①安全避難高台の確保　　   ②浸水対応型建築物の整備

③近隣継続計画（LCCP）　  ④輪中共同体会議

〈トピック〉〈トピック〉

東京都第五建設事務所の「井戸」の文化遺産としての保存願い東京都第五建設事務所の「井戸」の文化遺産としての保存願い

地域・専門家・NPO・行政の協働による対策の検討

高度成長期に地下水の過度なくみ上げにより，広域的な地盤沈下が

生じたことを教えてくれる唯一の「井戸」を歴史的な遺産として指

定し，保存することにより，次世代の防災学習，地域学習などに生

かすべきであると考え，「井戸」の文化遺産としての指定及び保存

願いを都知事および葛飾区長に出し，保存されることとなった．

この勉強会は，これまでの取り組みを生かし，NPO，住民，専門家，

行政が連携し，「新しい公共」として，当該地域における治水対策

に対し，自由な意見交換により，現状を発展的に進展させるための

考え方を整理し，地域のニーズにあった対策を提言するために，

2010 年 5 月に設置されたものである．

「葛飾区西新小岩周辺地域における安全・快適街づくり勉強会」

活動フロー

2010 年

5 月

６月

７月

８月

９月

10 月

11 月

12 月

２月

３月

2011 年

１月

第 1回勉強会（5月 21 日）

・委員紹介，勉強会の趣旨，進め方の検討

・勉強会実施にあたっての要望・期待
第 1回作業部会（5月 26 日）

・論点整理

・作業分担

第 2回作業部会（7月 20 日）

・安全・快適街づくり事例（論点 1）

 （部分高台化，スーパー堤防等）

・各部会作業計画検討

第 4回作業部会（10 月 26 日）

・西新小岩周辺地域における安全・

 快適街づくりビジョンの検討

 （論点 2）

 （ビジョンのたたき台の検討）

第 6回作業部会（1月 18 日）

・ビジョンの具体化に向けた

  シナリオ及び課題の検討

 （論点 3検討）

 （○組織・人材，○資金，○制度面）

第 3回作業部会（9 月 8 日）

・河川とまちづくり（スーパー堤防

 の背景と近年の課題）（論点 3）

・各部会検討

シンポジウム（6 月 27 日）

・西新小岩周辺地域における安全・快適街     

 づくり実践の発表（多様な主体の参画）

第 2回勉強会（10 月 19 日）

・各部会の検討成果の発表

・成果取りまとめに向けた各部会の成果に 

  関する協議・検討

第4回勉強会＋第7回作業部会（3月 28日）

・実現化に向けたアクションプランの検討

 （短期・即応的取組み，PR・広報・啓発，

  制度的化だいたいへの働きかけ等）

第3回勉強会＋第5回作業部会（12月 7日）

・高台化検討状況の報告（葛飾区）

・安全・快適街づくりビジョンの検討 

 （理念，街づくり構想）

 ←新小岩宣言の具体化イメージ

勉強会 作業部会

シンポジウムの成果取りまとめ

全国まちづくり防災フォーラムの
様子．

地域主体の活動への展開

学校が動く！

　　第 8・9 回 WS で地域の水害リスクについて学んだ上平井中学校の生徒たち

が，今回の東日本大震災で被災した人たちのために，街頭募金を行った．また，

彼らは WS で学んだことを契機として，地域の抱える水害リスクを自分たちの

目で観察するまち歩きを行っている．今秋の学校の文化祭で，PTA や全校生

徒に向けて，彼らが学んだ地域の水害リスクや自分たちで考えた地域への提言

を発表する準備を進めている．

　新小岩北地区のその他の小中学校においても，PTA と地域が一体となり，

地域の水害リスクに関する知見を広める活動を始めようとしている．

大人から子どもへ（第 8・9 回 WS）

専門家が，地域の人が水害リスク情報を学習するためのツールを開発し，この

ツールを利用して，地域の大人と子どもが一緒に学習する WS を行った．

Google Earth を利用した水害リスク学習ツール

地域の取組みに地元中学校の生徒・教員たちも加わる！

ワークショップで意見を発表する中学生ワークショップ会場の様子地域の大人と水害リスクを学習する中学生

 　東京，大阪，名古屋には地下水の過剰な汲み上げに伴う地盤沈下によって水面下となった高密，広域の市街地（「広域ゼロメートル市

街地」）が存在する．ハリケーン・カトリーナによって水没したニューオリンズのように，広域ゼロメートル市街地で大規模水害が発生し

た場合，甚大な被害が生じることが予想される．また，気候変動に関する政府間パネル（IPCC）（2007 年）によると，将来の海面上昇，

台風の大型化，極端な気象現象の増加が予測されている．今後，徐々に増加する水害リスクに対し，広域ゼロメートル市街地では何らか

の対策を講じる必要がある．　

「広域ゼロメートル市街地」とは？

私たちが住んでいるところはこんなところ

　広域ゼロメートル市街地は，地下水の過剰な汲み上げ

によって地盤が沈下したため，水害に対する危険性が高

まってしまった地域である．

　荒川浸水想定区域図によれば，概ね 200 年に 1 回程

度起こる大雨で荒川が氾濫した場合，足立区，葛飾区，

江戸川区，墨田区，江東区は，ほぼ全域が浸水するとさ

れている．この地域には，約 200 万人が居住している．

　このなかでも，葛飾区，江戸川区，墨田区，江東区の

荒川沿川地域では，干潮面よりも

低い地域がみられる．干潮面以下

の地域，満潮面以下の地域，高潮

の危険に晒されている地域は，

それぞれ 31ｋ㎡，124ｋ㎡，

255ｋ㎡にもおよぶ．

荒川浸水想定区域図地盤の高さ（平面図）

※A.P.…干潮時の荒川河口付近における海水面を基準とした標高

地盤沈下経年グラフ

東京都第五建設事務所の古井戸
（地盤沈下の証人）

長年の地下水汲み上げで地盤が沈下
（江東区南砂二丁目の地盤は昭和 30 年までに 4ｍ50cm も沈下している）

（出典：東京都江東治水事務所ホームページ）

（東京都江東治水事務所の資料をもとに作成）

1947 年の大水害の様子

1947 年，カスリーン台風による大洪水によって，利根川が栗橋付近で決壊し，
大水害が発生した．足立区，葛飾区，江戸川区でも大きな被害が生じた．

地盤の高さ（断面図） ※「地盤の高さ（平面図）」の赤色破線部で東西に切ると下のような断面図になる．

（出典：東京都江東治水事務所ホームページ）

沈下前の地盤高

現在の地盤高

（出典：荒川下流河川事務所ホームページ）

洪水ハザードマップと避難

　近年相次ぐ水害を受けて，2001 年，2005 年に水防

法が改正され，自治体は，浸水想定区域や避難場所を明

記した洪水ハザードマップを作成・公開することが義務

づけられている．

　しかし，葛飾区荒川洪水ハザードマップを見ると，区

内では避難場所を確保することができないため，沿川の

大半の地域では，松戸市や市川市まで避難せざるを得な

い状況である．荒川が氾濫した場合，葛飾区では 44 万

人のうち，28 万人が避難するとされ，大移動が見込ま

れているが，はたして実際に避難することができるのか，

乗り越えなければならない課題が山積している．

水害が発生した場合，

赤いテープの高さまで

浸水するおそれがあります

東立石 3 丁目

想定浸水深 4.0ｍ

新小岩 1 丁目

想定浸水深 2.0ｍ

このハザードマップは，荒川流域で３日間に総雨量 548mm の大雨（200 年に 1 回程度発生する規模）

により，荒川下流域の堤防が決壊した想定で作成した「浸水想定区域図」をもとに作成されている．

安全で快適なまちをめざして

　新小岩北地区では，2006 年から，NPO ア！安全・快適街づくり，新小岩北地区

連合町会，専門家（広域ゼロメートル市街地研究会）の三者が一体となり，行政，地

域の小・中学校とも連携して，広域ゼロメートル市街地における大規模水害への備え

方を検討するため，様々な取り組みを行っている．

新小岩北地区における取り組み体制のイメージ新小岩北地区における取り組み体制のイメージ

多様な主体による
多様な活動

る多 る

広域ゼロメートル

市街地研究会

専門家

新小岩北地区

連合町会

地域
ア！安全・快適

街づくり

ＮＰＯ

葛飾区

行政

地域の
小・中学校

ワークショップ

シンポジウム

防災訓練

調査・研究

治水対策勉強会

親水イベント
地域交流・国際交流

パネル展示

中川沿いに整備された親水テラス

新小岩北地区

2058PLAN

（出典：葛飾区ホームページ）

『新小岩北地区 安全・快適まちづくり輪中会議』ができるまで　～新小岩北地区での取り組みの記録①～『新小岩北地区 安全・快適まちづくり輪中会議』ができるまで　～新小岩北地区での取り組みの記録①～

このパネルに関するお問い合わせは，広域ゼロメートル市街地研究会，もしくは，NPO ア！安全・快適街づくりまでご連絡ください．
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～新小岩北地区での取り組みの記録②～～新小岩北地区での取り組みの記録②～

　「広域ゼロメートル市街地」に位置する葛飾区新小岩北地区では，2006 年から，NPO，地域の連合町会，専門家が連携し，地域住民が水害リス

クを理解するためのワークショップを行い，具体的な対策を考えてきた。地域での取り組みを広げるためのシンポジウムの開催，パネル展示，まち

づくり会議への参加，国際交流等も行ってきた。現在，地域・世代を超えた取り組みの持続性を図るため，行政，小・中学校，企業とも協働して活

動している。2011 年度に新小岩北地区ゼロメートル市街地協議会を立ち上げ，地域の安全・快適まちづくりに取り組んでいる。

多様な主体による多様な取り組み ～知恵と経験の共有～

（NPO）ア！安全･快
適街づくり 
【役割】 
･統括･事務局 
･基金 

新小岩北地区連合町会 
【役割】 
･近隣関係継続計画策定 
･被災地交流支援 

葛飾区 
【役割】 
･地域防災計画との 
 調整 
･地区街づくり計画 
 との調整 

広域ゼロメートル市街地研究会 
【役割】 
･近隣関係継続計画用ツール開発 
･ｾﾞﾛﾒｰﾄﾙ市街地他地域との交流 

(NPO)日本都市計画家協会 
【役割】 
･専門家派遣支援 
･被災地交流支援 

葛飾区新小岩北地区ゼロメートル市街地協議会

葛飾区新小岩北地区ゼロメートル市街地協議会

　本協議会は，2011 年度に新しい公共の場づくりのためのモデル事業（東京都

新しい公共支援事業）に採択され，２００６年から継続してきた取り組みを基に，

左図の通り５つの団体が連携して様々な活動を行っている。

　本協議会は，①町会内部への展開，②学校や保育園等，町内にある地域を基盤と

する組織への展開，③関心を持たない層への展開，④他の地域への展開，という４

つの展開に加え，「防災【だけ】まちづくり」から「防災【も】まちづくり」へ

の展開を考えている。「防災」で培った地域の力を活用し，福祉や親水等，この

街を快適にしていくという総合的な取り組みを目指して活動している。

パネル製作：塩崎，渡邉（広域ゼロメートル市街地研究会，NPO ア！安全・快適街づくり）

シンポジウム「街を暮らしを，みんなでどう守るか～大規模水害に備えて～」

（2012 年 3 月 18 日）

地域の底力　避難用ボート使用訓練

（2012 年 3 月 12 日，9 月 9 日）

葛飾区都市計画マスタープラン

（2011 年 7 月）

（葛飾区都市計画マスタープラン）

浸水対応型市街地研究会

（2011 年～）

安全避難高台の確保 /

浸水対応型建築物の検討

（FEMA）

避難所運営会議（上平井小学校，二上小学校）

（2011 年 11 月，2012 年 2 月）

中学生たちの取り組み（上平井中学校）

（2011 年 3 月～）

新小岩北地区 安全・快適まちづくり輪中会議の設立

（2012 年 9 月 23 日）
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